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は
じ
め
に

道
家
思
想
の
書
の
中
で
、『
荘
子
』
は
『
老
子
』
と
並
ん
で
最

も
よ
く
読
ま
れ
、
研
究
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
現
在
の
日

本
で
も
『
荘
子
』
に
関
す
る
研
究
書
や
訳
注
書
は
非
常
に
多
い
。

た
だ
、
そ
れ
ら
研
究
書
や
訳
注
書
に
は
、
従
来
、
江
戸
時
代
の
『
荘

子
』
研
究
の
成
果
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
は
、
初
代
将
軍
の
徳
川
家
康
に
登
用
さ
れ
、
第
四
代

将
軍
の
家
綱
ま
で
重
用
さ
れ
た
林
羅
山
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

儒
者
が
一
定
の
社
会
的
地
位
を
占
め
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
漢
文
に
対
す
る

高
い
能
力
を
有
す
る
儒
者
も
輩
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
儒

者
た
ち
は
、
経
書
の
み
な
ら
ず
史
書
や
諸
子
の
書
な
ど
の
、
中
国

の
古
典
に
対
す
る
高
い
読
解
能
力
を
有
し
て
お
り
、
多
く
の
研
究

書
を
著
わ
し
て
そ
の
水
準
の
高
さ
を
示
し
て
い
た
。
そ
れ
は
『
荘

子
』
研
究
に
も
十
分
に
該
当
す
る
。
た
と
え
ば
、
現
在
、『
荘
子
』

の
主
要
な
研
究
書
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
厳
霊
峯
編
輯
の
『
無
求
備
斎
荘
子
集
成
初
編
』（
台
湾　

芸

文
印
書
館
、
一
九
七
二
年
）、『
無
求
備
斎
荘
子
集
成
続
編
』（
台

湾　

芸
文
印
書
館
、
一
九
七
四
年
）、『
無
求
備
斎
老
列
荘
三
子
集

成
補
編
』（
台
北　

成
文
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
の
シ
リ
ー
ズ

が
あ
る
。
そ
の
中
の
『
無
求
備
斎
老
列
荘
三
子
集
成
補
編
』
は
全

五
六
冊
で
、
そ
の
う
ち
第
四
二
～
五
一
冊
に
日
本
の
『
荘
子
』
研

究
書
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
『
荘
子
』
研
究
も
多
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
注
目
す
べ
き
な
の
は
第
四
七
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る

中
井
履
軒
撰
『
荘
子
雕
題
』
で
あ
る
。
中
井
履
軒
は
江
戸
時
代
中

期
の
大
坂
に
存
し
た
漢
学
塾
懐
徳
堂
の
儒
者
で
、『
論
語
逢
原
』

藤　

居　

岳　

人

江
戸
時
代
の
『
荘
子
』
研
究
の
評
価　
―
中
井
履
軒
撰
『
荘
子
雕
題
』
を
題
材
に
―
（
続
）
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や
『
孟
子
逢
原
』
に
代
表
さ
れ
る
経
書
の
注
釈
の
み
な
ら
ず
、『
史

記
雕
題
』
や
『
古
文
真
宝
雕
題
』
な
ど
の
史
書
や
詩
文
集
に
対
す

る
注
釈
も
執
筆
し
て
お
り
、
中
国
の
古
典
に
対
す
る
深
い
造
詣
を

有
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
履
軒
は
『
荘
子
』
に
対
し
て
も
『
荘
子

雕
題
』
を
書
き
残
し
て
、『
荘
子
』
全
編
に
わ
た
っ
て
彼
独
自
の

見
解
を
披
瀝
し
て
い
る
。

筆
者
は
す
で
に
別
稿
に
お
い
て
、『
荘
子
雕
題
』
に
見
え
る
本

文
批
判
の
事
例
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
、
履
軒
の
『
荘
子
』
解
釈

の
独
自
性
を
明
ら
か
に
し
た（
１
）。
本
稿
は
、
先
の
拙
稿
で
言
及
で
き

な
か
っ
た
、『
荘
子
』
本
文
の
解
釈
に
関
す
る
履
軒
独
自
の
注
釈

を
取
り
上
げ
て
、『
荘
子
雕
題
』
の
独
自
性
を
よ
り
一
層
明
確
に

示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、�

解
釈
の
分
か
れ
る
箇
所
に
対
す
る�

�

『
荘
子
雕
題
』
の
注
釈

『
荘
子
』
に
は
解
釈
の
難
し
い
文
章
が
多
数
存
在
し
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
通
説
と
呼
べ
る
解
釈
の
な
い
箇
所
も
多
い
。
そ
れ
ら
の

箇
所
に
対
し
て
『
荘
子
雕
題
』（
以
下
、『
雕
題
』
と
称
す
る
）
も

独
自
の
解
釈
を
展
開
し
て
い
る
。
以
下
、
一
例
を
挙
げ
る
。

①
天
下
篇
二
七
〇
頁

鏃
矢
之
疾
而
有
不
行
不
止
之
時

4

4

4

4

4

4

。（
鏃ぞ
く

矢し

の
疾は
や

き
も
行
か
ず

止
ま
ら
ざ
る
の
時
有
り（

２
）。）

①
は
、恵
施
を
代
表
と
す
る
論
理
学
派
の
命
題
の
一
つ
で
あ
る
。

直
訳
す
れ
ば
、
矢
が
す
ば
や
く
飛
ん
で
い
て
も
進
み
も
せ
ず
止

ま
っ
て
も
い
な
い
時
間
が
あ
る
、
と
な
る
。
た
だ
、
こ
の
文
章
の

解
釈
は
諸
説
紛
々
で
あ
る
。
ま
ず
、
江
戸
時
代
に
広
く
読
ま
れ
た

南
宋
の
林
希
逸
撰『
荘
子
鬳け
ん

斎さ
い

口く

義ぎ

』（
以
下
、『
口
義
』と
称
す
る
）

の
説
を
紹
介
す
る
。『
口
義
』
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
そ
も
そ
も

履
軒
の
『
雕
題
』
が
、
こ
の
『
口
義
』
の
刊
本
の
余
白
に
書
き
こ

ま
れ
た
履
軒
の
注
釈
で
あ
り
、そ
の
書
き
こ
み
の
内
容
が
主
に『
口

義
』
の
解
釈
に
対
す
る
批
判
を
中
心
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

①
ａ
『
口
義
』

矢
鏃
之
去
雖
疾
、
其
在
弦
也
、
則
謂
之
止
、
其
射
侯
也
、
則

謂
之
行
。
離
弦
而
未
至
、
射
侯
而
未
中
、
則
是
不
行
不
止
之

時
。（
矢
鏃
の
去
る
こ
と
疾
し
と
雖
も
、
其
の
弦
に
在
る
や
、

則
ち
之
を
止
と
謂
い
、
其
の
侯ま
と

を
射
る
や
、
則
ち
之
を
行
と

謂
う
。
弦
を
離
れ
て
未
だ
至
ら
ず
、
侯
を
射
て
未
だ
中あ

た
ら

ざ
れ
ば
、
則
ち
是
れ
行
か
ず
止
ま
ら
ざ
る
の
時
な
り（
３
）。）

『
口
義
』
で
は
、
矢
が
飛
ぶ
の
は
速
い
が
、
ま
だ
弦
に
あ
る
う

ち
は
「
止
」
と
い
い
、
的
に
当
た
っ
て
初
め
て
「
行
」
と
い
う
、

と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
弦
を
離
れ
て
は
い
る
が
、
ま
だ
的
に
は
当

た
っ
て
い
な
い
状
態
を
「
行
か
ず
止
ま
ら
ざ
る
の
時
」
と
い
う
の

だ
と
解
す
る
。
つ
ま
り
、
矢
が
弦
か
ら
放
た
れ
て
的
に
当
た
る
ま
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で
の
、
矢
が
飛
ん
で
い
る
状
態
を
「
行
か
ず
止
ま
ら
ざ
る
の
時
」

と
解
釈
し
て
い
る
。
で
は
、『
雕
題
』
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る

の
だ
ろ
う
か
。

①
ｂ
『
雕
題
』

鏃
矢
之
飛
雖
疾
、
非
一
直
即
達
、
亦
有
逍
遙
低
昂
。
類
乎
燕

受
風
而
飛
、
舟
乗
濤
而
行
、
則
其
間
必
応
有
亦
非
行
亦
非
止

之
頃
。
是
指
其
逍
遙
徐
遅
之
処
。
然
疾
中
之
徐
、
至
精
細
、

人
目
所
不
及
、
惟
拗
説
其
理
而
已
。（
鏃
矢
の
飛
ぶ
こ
と
疾

し
と
雖
も
、
一
直
に
即
達
す
る
に
非
ず
し
て
、
亦
た
逍
遙
し

て
低て
い

昂こ
う

す
る
こ
と
有
り
。
燕　

風
を
受
け
て
飛
び
、
舟　

濤な
み

に
乗
り
て
行
く
に
類
す
れ
ば
、
則
ち
其
の
間
に
必
ず
応
に
亦

た
行
く
に
非
ず
亦
た
止
ま
る
に
非
ざ
る
の
頃
有
る
べ
し
。
是

れ
其
の
逍
遙
徐
遅
の
処
を
指
す
。
然
れ
ど
も
疾
中
の
徐
は
、

精
細
に
至
れ
ば
、
人
目
の
及
ば
ざ
る
所
に
し
て
、
惟た

だ
其
の

理
を
拗
説
す
る
の
み
。）

『
雕
題
』
で
は
、
矢
が
放
た
れ
て
か
ら
的
に
当
た
る
ま
で
に
ま
っ

す
ぐ
に
飛
ぶ
の
で
は
な
く
、
高
く
な
っ
た
り
低
く
な
っ
た
り
し
て

揺
れ
な
が
ら
飛
ぶ
の
だ
と
い
う
。
あ
た
か
も
燕
が
風
を
受
け
て
揺

れ
な
が
ら
飛
ん
だ
り
、
舟
が
波
に
揺
れ
な
が
ら
進
ん
だ
り
す
る
よ

う
に
。
そ
の
う
え
で
そ
の
揺
れ
て
い
る
間
に
「
行
か
ず
止
ま
ら
ざ

る
の
時
」
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
よ
う
な
動
き
の
詳
細
は

人
の
目
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
解
す
る
。
上
述
の
『
口
義
』

の
解
釈
が
、
矢
が
放
た
れ
て
的
に
当
た
る
ま
で
の
状
態
を
「
行
か

ず
止
ま
ら
ざ
る
の
時
」
と
の
み
解
し
て
い
る
の
に
比
べ
れ
ば
、
よ

り
詳
細
な
解
釈
を
『
雕
題
』
は
展
開
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

①
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
あ
る
。
た
と
え

ば
、
現
在
の
日
本
に
お
い
て
、
中
国
や
日
本
の
主
要
な
研
究
書
を

ほ
ぼ
網
羅
し
た
最
も
詳
細
な
訳
注
書
だ
と
い
え
る
池
田
知
久
『
荘

子　

全
訳
注
』（
上
・
下
）（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）（
以

下
、
池
田
『
荘
子
』
と
称
す
る
）
を
取
り
上
げ
る
。
そ
こ
で
は
、

民
国
期
の
蒋
錫
昌
の
説
に
基
づ
い
て
、「
大
意
は
、
鏃
矢
の
飛
ぶ

時
間
を
無
限
に
分
割
す
れ
ば
、
そ
の
一
瞬
一
瞬
は
止
ま
っ
て
い
る

と
も
飛
ん
で
い
る
と
も
言
え
る
、
と
い
う
こ
と
」（
同
著
下
巻
一

〇
八
八
～
一
〇
八
九
頁
）
と
述
べ
る
。
蒋
錫
昌
の
説
は
彼
自
身
の

著
で
あ
る
『
荘
子
哲
学
』
に
見
え
て
お
り
、
も
う
少
し
詳
細
に
そ

の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
。

①
ｃ
蒋
錫
昌
『
荘
子
哲
学
』

錫
昌
按
、
時
由
分
秒
幾
分
之
幾
之
最
小
単
位
之
連
続
而
成
。

鏃
矢
自
最
初
一
個
単
位
（
最
初
之
止
）
進
至
下
一
個
単
位
為

行
。
亦
即
不
止
。
其
至
下
一
単
位
也
、
必
有
一
個
止
（
過
程

之
止
）
之
時
間
。
止
即
不
行
。
其
在
最
初
単
位
与
下
一
単
位

之
中
也
、
必
有
一
個
行
止
間
之
過
程
。
此
過
程
即
不
行
不
止

之
時
。
故
鏃
矢
之
疾
、
必
経
此
行
不
行
不
止
与
止
三
種
時
間

之
更
続
、
而
後
可
達
其
目
的
地
（
最
後
之
止
）。
此
文
僅
言
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三
者
之
一
、
以
其
他
二
者
可
推
而
知
也
。
其
実
厳
格
言
之
、

不
行
不
止
与
止
（
過
程
之
止
）
相
同
、
皆
為
時
之
最
小
単
位
。

因
行
止
已
為
時
之
最
小
単
位
、
於
二
者
之
中
、
不
容
再
有
其

他
単
位
如
不
行
不
止
之
時
也
。
唯
辯
者
欲
玩
琦
辞
、
乃
故
為

此
種
怪
説
而
已
。（
錫
昌
按
ず
る
に
、
時
は
分
秒
幾
分
の
幾

の
最
小
単
位
の
連
続
に
由
り
て
成
る
。
鏃
矢
は
最
初
の
一
個

単
位
（
最
初
の
止
）
自よ

り
進
み
て
下
一
個
単
位
の
行
為た

る
に

至
る
。
亦
た
即
ち
不
止
な
り
。
其
の
下
一
単
位
に
至
る
や
、

必
ず
一
個
の
止
（
過
程
の
止
）
の
時
間
有
り
。
止
は
即
ち
不

行
な
り
。
其
の
最
初
単
位
と
下
一
単
位
と
の
中
に
在
る
や
、

必
ず
一
個
の
行
止
間
の
過
程
有
り
。
此こ

の
過
程
は
即
ち
不
行

不
止
の
時
な
り
。
故
に
鏃
矢
の
疾
は
、
必
ず
此
の
行
・
不
行

不
止
と
止
と
の
三
種
の
時
間
の
更
続
を
経
て
、
而し
か

る
後
に
其

の
目
的
地
（
最
後
の
止
）
に
達
す
可
し
。
此
の
文
は
僅わ
ず

か
に

三
者
の
一
を
言
い
て
、
以
て
其
の
他
の
二
者
は
推
し
て
知
る

可
き
な
り
。
其
の
実　

厳
格
に
之
を
言
え
ば
、
不
行
不
止
と

止
（
過
程
の
止
）
と
相
同
に
し
て
、
皆
な
時
の
最
小
単
位
為

り
。
因
り
て
行
止
は
已
に
時
の
最
小
単
位
為
り
て
、
二
者
の

中
に
於
い
て
、
再
び
は
不
行
不
止
の
時
の
如
く
其
の
他
の
単

位
有
る
を
容
れ
ざ
る
な
り
。
唯
だ
辯
者
は
琦き

辞じ

を
玩
も
て
あ
そば

ん
と

欲
し
て
、
乃
ち
故
こ
と
さ
らに

此
の
種
の
怪
説
を
為
す
の
み（
４
）。）

①
ｃ
の
蒋
錫
昌
説
は
や
や
わ
か
り
に
く
い
が
、
矢
が
放
た
れ
て

か
ら
的
に
当
た
る
ま
で
の
時
間
を
分
割
す
る
と
、「
止
」
→
「
不

行
不
止
」
→
「
行
」
→
「
不
行
不
止
」
→
「
止
」
→
「
不
行
不
止
」

→
「
行
」
→
「
不
行
不
止
」
→
「
止
」
の
サ
イ
ク
ル
が
無
限
に
く

り
返
さ
れ
て
、
最
後
は
「
止
」
の
瞬
間
が
来
る
、
と
解
す
る
。
蒋

氏
は
ま
た
「
行
」
を
「
不
止
」
と
も
称
し
て
、「
止
」
を
「
不
行
」

と
も
称
す
る
。
そ
し
て
、
矢
が
放
た
れ
て
的
に
当
た
る
ま
で
の
時

間
で
い
え
ば
、
最
初
の
「
止
」
が
矢
を
放
つ
瞬
間
で
、
そ
れ
を
蒋

氏
は
「
最
初
之
止
」
と
称
す
る
。
そ
の
後
、
無
限
に
同
様
の
サ
イ

ク
ル
が
く
り
返
さ
れ
る
が
、
途
中
に
見
え
る
「
止
」
が
蒋
氏
の
い

う
「
過
程
之
止
」
で
、
矢
が
的
に
当
た
っ
た
最
後
の
瞬
間
を
蒋
氏

は
「
最
後
之
止
」
と
称
し
て
い
る
。
そ
の
意
を
汲
ん
で
池
田
氏
は

「
大
意
は
云
々
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う（
５
）。

一
例
を
挙
げ
た
の
み
だ
が
、
上
述
の
よ
う
に
諸
説
紛
々
で
解
釈

の
分
か
れ
る
箇
所
に
対
し
て
も
、
履
軒
は
み
ず
か
ら
の
高
い
漢
文

読
解
能
力
に
基
づ
い
て
『
雕
題
』
に
お
い
て
独
自
の
立
場
か
ら
注

釈
を
加
え
て
い
る（
６
）。

二
、�

通
説
の
あ
る
箇
所
に
対
す
る
『
荘
子
雕
題
』

の
注
釈
（
通
説
と
同
系
統
の
解
釈
）

『
雕
題
』
に
お
い
て
履
軒
が
独
自
の
注
釈
を
展
開
す
る
箇
所
は

多
い
。
そ
れ
ら
独
自
の
注
釈
は
ど
の
程
度
の
水
準
に
あ
る
の
だ
ろ
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う
か
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
雕
題
』
は
『
口
義
』
刊
本
の

余
白
に
記
さ
れ
た
注
釈
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
『
口
義
』

の
注
釈
に
対
す
る
批
判
の
言
が
多
い
。
た
だ
、『
雕
題
』
の
批
判

の
中
に
は
、
現
在
、
通
説
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
説
と
同
様
の

内
容
の
注
釈
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
例
を
一
例

紹
介
す
る
。

②
知
北
遊
篇
一
八
四
頁

夫
知
遇
而
不
知
所
不
遇

4

4

4

4

4

4

4

4

、
知
能
能
而
不
能
所
不
能

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
無
知
無

能
者
、
固
人
之
所
不
免
也
。
夫
務
免
乎
人
之
所
不
免
者
、
豈

不
亦
悲
哉
。（
夫
れ
遇あ

う
を
知
る
も
遇
わ
ざ
る
所
を
知
ら
ず
、

能
く
す
る
を
能
く
す
る
を
知
る
も
能
く
せ
ざ
る
所
を
能
く
せ

ず
。
無
知
無
能
な
る
者
は
、
固も
と

よ
り
人
の
免
れ
ざ
る
所
な
り
。

夫
れ
人
の
免
が
れ
ざ
る
所
を
免
が
れ
ん
と
務
む
る
者
は
、
豈

に
亦
た
悲
し
か
ら
ず
や
。）

こ
の
箇
所
の
「
遇
う
を
知
る
も
遇
わ
ざ
る
所
を
知
ら
ず
、
能
く

す
る
を
能
く
す
る
を
知
る
も
能
く
せ
ざ
る
所
を
能
く
せ
ず
」
は
、

通
説
で
は
、
自
分
が
遭
遇
し
た
こ
と
は
わ
か
る
が
、
遭
遇
し
て
い

な
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

で
き
な
い
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る（
７
）。

そ
し
て
、

知
ら
な
い
こ
と
や
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
は
、
人
と
し
て
避
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
避
け
よ
う
と

強
い
て
務
め
る
者
は
無
理
を
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
荘
子
の
冷
徹

な
視
線
が
感
じ
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
通
説
は
至
っ

て
自
然
な
解
釈
だ
が
、
こ
の
箇
所
の
『
口
義
』
は
や
や
う
が
っ
た

解
釈
を
展
開
す
る
。

②
ａ
『
口
義
』

遇
、
可
見
者
也
。
不
遇
、
不
可
見
者
也
。
可
見
者
人
也
。
不

可
見
者
天
也
。
能
其
所
能
人
也
。
其
所
不
能
天
也
。
挙
世
之

人
、
皆
有
不
自
知
不
自
能
者
。
既
謂
之
人
、
皆
不
免
此
、
故

曰
無
知
無
能
者
、
固
人
所
不
免
也
。
唯
其
知
人
而
不
知
天
、

故
嘗
用
心
用
智
、
欲
以
免
其
所
不
可
免
者
、
豈
不
可
悲
也
哉
。

（
遇
は
、
見
る
可
き
者
な
り
。
不
遇
は
、
見
る
可
か
ら
ざ
る

者
な
り
。
見
る
可
き
者
は
人
な
り
。
見
る
可
か
ら
ざ
る
者
は

天
な
り
。
其
の
能
く
す
る
所
を
能
く
す
る
は
人
な
り
。
其
の

能
く
せ
ざ
る
所
は
天
な
り
。
挙
世
の
人
は
、
皆
な
自
ら
は
知

ら
ず
自
ら
は
能
く
せ
ざ
る
者
有
り
。既
に
之
を
人
と
謂
い
て
、

皆
な
此
れ
を
免
れ
ざ
る
が
故
に
無
知
無
能
な
る
者
は
、
固
よ

り
人
の
免
れ
ざ
る
所
を
曰
う
な
り
。
唯
だ
其
れ
人
を
知
り
て

天
を
知
ら
ざ
る
が
故
に
嘗
て
心
を
用
い
智
を
用
い
て
、
以
て

其
の
免
が
る
る
可
か
ら
ざ
る
所
の
者
を
免
れ
ん
と
欲
す
る

は
、
豈
に
悲
し
む
可
か
ら
ざ
ら
ん
や
。）

『
口
義
』
は
、「
遇
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
、「
不
遇
」

を
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、
前
者
を
「
人
」
の
範
疇
、

後
者
を
「
天
」
の
範
疇
に
関
わ
る
こ
と
と
解
釈
す
る
。
ま
た
、
で
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き
る
こ
と
を
「
人
」
の
範
疇
、
で
き
な
い
こ
と
を
「
天
」
の
範
疇

に
関
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
人
」
と
「
天
」
と
い
う

や
や
抽
象
的
な
概
念
を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
少
々
う
が
っ

た
解
釈
だ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、「
人
」
と
「
天
」
と

の
対
比
で
い
え
ば
、『
荀
子
』解
蔽
篇「
荘
子
蔽
於
天
而
不
知
人（
荘

子
は
天
に
蔽
わ
る
。
而
れ
ど
も
人
を
知
ら
ず
）」
が
思
い
起
こ
さ

れ
る
が
、
そ
ち
ら
と
も
主
張
が
や
や
そ
ぐ
わ
な
い
。
と
も
あ
れ
通

説
と
は
や
や
相
違
し
た
立
場
か
ら
の
解
釈
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。
で
は
、『
雕
題
』
の
解
釈
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

②
ｂ
『
雕
題
』

嘗
所
経
歴
遭
遇
者
知
之
、
未
経
歴
遭
遇
者
則
無
知
之
。
是
通

情
也
。
有
所
能
有
不
能
、
亦
通
情
也
。
是
両
無
者
、
通
人
所

不
免
。
然
人
皆
欲
免
于
此
、
務
求
知
強
求
能
、
是
惑
也
。
故

大
人
無
強
求
焉
。
舎
其
不
可
知
不
可
能
者
而
不
費
力
、
是
真

大
知
也
、
真
大
能
也
。（
嘗
て
経
歴
遭
遇
す
る
所
の
者
は
之

を
知
り
、
未
だ
経
歴
遭
遇
せ
ざ
る
者
は
則
ち
之
を
知
る
こ
と

無
し
。
是
れ
通
情
な
り
。
能
く
す
る
所
有
り
能
く
せ
ざ
る
こ

と
有
る
も
、
亦
た
通
情
な
り
。
是
の
両
つ
な
が
ら
の
無
は
、

通
人
の
免
れ
ざ
る
所
な
り
。
然
れ
ど
も
人
は
皆
な
此
れ
を
免

れ
ん
と
欲
し
て
、
務
め
て
知
を
求
め
強
い
て
能
を
求
む
、
是

れ
惑
い
な
り
。
故
に
大
人
は
強
い
て
焉こ

れ
を
求
む
る
こ
と
無

し
。
其
の
知
る
可
か
ら
ず
能
く
す
可
か
ら
ざ
る
者
を
舎す

て
て

力
を
費
や
さ
ざ
る
は
、
是
れ
真
の
大
知
な
り
、
真
の
大
能
な

り
。）

『
雕
題
』
の
解
釈
の
立
場
は
、
ほ
ぼ
通
説
の
通
り
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
み
ず
か
ら
が
経
験
し
遭
遇
し
た
こ
と
は
知
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
そ
う
で
な
い
こ
と
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の

が
世
間
一
般
の
人
情
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
で
き
る
こ
と
で
き
な
い

こ
と
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
知
ら
な
い
こ
と
や

で
き
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
あ
え
て
そ
れ
ら
を
求
め
る
と
こ
ろ
に

一
般
の
人
々
の
迷
い
が
生
じ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
人
格
の
優
れ

た
人
物
は
、
知
ら
な
い
こ
と
や
で
き
な
い
こ
と
に
対
し
て
無
理
に

そ
れ
ら
を
求
め
よ
う
と
し
な
い
。
そ
れ
が
真
の
知
で
あ
り
、
真
の

能
力
な
の
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
『
雕
題
』
の
解
釈
は
、
通

説
の
立
場
を
よ
り
一
層
詳
細
に
述
べ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。履

軒
自
身
、『
口
義
』
の
刊
本
へ
の
書
き
こ
み
に
よ
っ
て
み
ず

か
ら
の
解
釈
を
展
開
し
て
い
る
の
は
、
当
時
、『
荘
子
』
の
刊
本

と
し
て
『
口
義
』
が
最
も
手
に
入
り
や
す
い
刊
本
の
一
つ
だ
っ
た

か
ら
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
『
口
義
』
の
学
説
が
最
も
よ
い
と
考

え
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
に
『
口
義
』
の

解
釈
を
見
て
、
そ
の
首
肯
で
き
な
い
箇
所
に
対
す
る
自
説
を
欄
外

に
書
き
記
し
た
も
の
が
『
雕
題
』
だ
か
ら
、
そ
れ
は
い
わ
ば
当
然

で
あ
ろ
う
。履
軒
が
活
躍
し
て
い
た
頃
の
江
戸
時
代
に
は
、『
口
義
』
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の
他
に
焦
竑
撰
『
荘
子
翼
』
の
刊
本
な
ど
も
流
布
し
て
お
り
、
ま

た
、
履
軒
の
師
だ
っ
た
五
井
蘭
洲
に
は
『
荘
子
郭
注
紀
聞
』
の
著

も
存
在
す
る（
８
）。
つ
ま
り
、
当
時
存
在
し
た
『
荘
子
』
注
を
比
較
参

照
し
て
最
も
優
れ
た
『
荘
子
』
の
注
釈
を
作
成
し
よ
う
と
い
う
意

図
を
必
ず
し
も
履
軒
は
有
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
『
雕
題
』
に
お

い
て
自
由
に
自
身
の
解
釈
を
展
開
す
る
こ
と
の
み
を
履
軒
は
考
え

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、『
雕
題
』
の
解

釈
に
は
時
と
し
て
か
な
り
特
異
に
見
え
る
よ
う
な
解
釈
も
含
ま
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
解
釈
の
端
々
に
履
軒
の
高
い
漢
文
読
解

能
力
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
そ
の
よ
う
な
例
を
紹

介
す
る
。

三
、�

通
説
の
あ
る
箇
所
に
対
す
る
『
荘
子
雕
題
』

の
注
釈
（
通
説
と
相
違
す
る
解
釈
）

Ａ
．
独
自
の
立
場
を
示
す
『
雕
題
』
の
解
釈
（
そ
の
１
）

履
軒
は
儒
者
で
あ
る
。
そ
の
履
軒
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
聖
人

と
は
理
想
的
人
格
者
で
あ
り
、ま
た
理
想
的
統
治
者
で
も
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
た
と
い
「
聖
人
」
の
語
が
『
荘
子
』
や
『
老
子
』

な
ど
の
道
家
の
書
に
見
え
て
い
た
と
し
て
も
、
基
本
的
に
「
聖
人
」

の
語
は
、
儒
者
か
ら
見
た
理
想
像
の
意
味
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対

し
て
、
儒
者
で
あ
る
履
軒
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
荘
子
や
老
子
は
異

端
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
履
軒
は
『
雕
題
』
に
お
い
て
、
荘
子
を

「
異
端
之
魁
」（
在
宥
篇
九
二
頁
）
や
「
異
端
家
」（
至
楽
篇
一
四
七

頁
）
な
ど
と
評
し
て
お
り
、
老
子
に
対
し
て
も
『
老
子
雕
題
』
に

お
い
て
「
異
端
真
面
目
」
と
述
べ
て
い
る（
９
）。
こ
の
よ
う
に
儒
者
の

立
場
か
ら
見
て
異
端
の
書
で
あ
る
『
荘
子
』
は
、
経
書
に
比
べ
て

や
や
格
下
の
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
履
軒
の
立
場

を
反
映
し
て
い
る
箇
所
が
『
雕
題
』
に
も
見
え
る
の
で
あ
る
。

③
庚
桑
楚
篇
一
九
三
頁

羿
工
乎
中
微
而
拙
於
使
人
無
己
誉
。聖
人

4

4

工
乎
天
而
拙
乎
人
。

夫
工
乎
天
而
俍
乎
人
者
、
唯
全
人

4

4

能
之
。（
羿げ
い

は
微
に
中あ

つ

る
に
工た
く
みに

し
て
、
人
を
し
て
己
を
誉
む
る
こ
と
無
か
ら
使
む

る
に
拙
し
。
聖
人
は
天
に
工
に
し
て
人
に
拙
し
。
夫
れ
天
に

工
に
し
て
人
に
俍よ

き
者
は
、
唯
だ
全
人
の
み
之
を
能
く
す
。）

羿
は
伝
説
上
の
弓
の
名
人
。
そ
の
羿
は
小
さ
い
的
に
弓
を
当
て

る
こ
と
は
巧
み
だ
が
、
人
に
自
分
を
褒
め
さ
せ
な
い
こ
と
は
下
手

だ
っ
た
、
と
い
う
文
章
か
ら
こ
の
節
は
始
ま
る
。
問
題
は
そ
の
後

の
、
聖
人
は
天
に
関
す
る
こ
と
に
は
巧
み
だ
が
、
人
の
世
に
関
す

る
こ
と
は
下
手
で
、
天
に
関
す
る
こ
と
も
人
の
世
に
関
す
る
こ
と

も
両
方
と
も
に
巧
み
な
の
は
全
人
だ
け
だ
、と
い
う
文
章
で
あ
る
。

こ
の
文
章
を
素
直
に
読
め
ば
、
天
に
関
す
る
こ
と
の
み
に
巧
み
な

聖
人
よ
り
も
、
天
に
関
す
る
こ
と
に
も
人
の
世
に
関
す
る
こ
と
に

も
巧
み
な
全
人
の
方
が
格
上
の
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
解
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釈
で
き
、
こ
れ
が
通
説
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
以
下
の
成
玄
英
疏

で
も
そ
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

③
ａ
『
荘
子
』
成
玄
英
疏

俍
、
善
也
。
全
人
、
神
人
也
。
夫
巧
合
天
然
、
善
能
晦
迹
、

沢
及
万
世
而
日
用
不
知
者
、
其
神
人
之
謂
乎
。
神
人
無
功
、

故
能
之
耳
。（
俍
は
、
善
な
り
。
全
人
は
、
神
人
な
り
。
夫

れ
巧
み
に
天
然
に
合
し
、
善
く
能
く
迹あ
と

を
晦く
ら

ま
し
、
沢
は
万

世
に
及
ぶ
も
日
に
用
い
て
知
ら
ざ
る
は
、
其
れ
神
人
の
謂
い

か
。
神
人
は
功
無
く
、
故
に
之
を
能
く
す
る
の
み（
（1
（

。）

成
玄
英
疏
に
よ
れ
ば
、
全
人
と
は
神
人
で
あ
り
、
天
の
自
然
に

よ
く
合
致
し
つ
つ
、
そ
の
痕
跡
は
う
ま
く
隠
し
、
そ
の
恩
沢
は
永

遠
に
続
き
、
人
々
は
日
々
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
な
が
ら
気
づ
い

て
い
な
い
、
と
い
う
の
が
神
人
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
神
人
は
最

高
の
人
間
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
神
人
は
、
ま
ぎ

れ
も
な
く
聖
人
よ
り
も
格
上
の
人
物
だ
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
履
軒
は
『
雕
題
』
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

③
ｂ
『
雕
題
』

荘
子
蔑
聖
人
而
称
全
人
。
俍
乎
人
、
其
意
何
在
。
俍
人
与
能

人
不
同
。
蓋
俍
字
含
多
少
意
味
、
而
其
実
不
免
乎
姦
巧
智
数

也
。
異
端
之
言
往
々
皆
然
。（
荘
子
は
聖
人
を
蔑さ
げ
すみ

て
全
人

を
称
す
。
人
に
俍
し
と
は
、
其
の
意
は
何い
ず

く
に
在
ら
ん
。
人

に
俍
し
と
人
に
能
く
す
と
は
同
じ
か
ら
ず
。
蓋
し
俍
字
は
多

少
の
意
味
を
含
み
て
、
其
の
実
は
姦か
ん

巧こ
う

智ち

数す
う

を
免
れ
ざ
る
な

り
。
異
端
の
言
は
往
々
に
し
て
皆
な
然
り
。）

こ
の
箇
所
の
解
釈
と
し
て
、
聖
人
よ
り
も
全
人
の
方
が
格
上
の

人
物
だ
と
い
う
点
は
履
軒
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
荘
子
が
聖
人

に
対
し
て
「
人
に
能
く
す
」
と
評
す
る
こ
と
は
せ
ず
に
「
人
に
俍

し
」
と
評
す
る
点
に
履
軒
は
荘
子
の
悪
意
を
感
じ
る
と
述
べ
る
。

そ
れ
は
「
俍
」
字
に
「
姦
巧
智
数
」、
す
な
わ
ち
、
う
ま
く
立
ち

回
る
た
め
に
悪
賢
く
知
恵
を
働
か
せ
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ

る
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
な
ぜ
荘
子
が
こ
の
よ
う
に
聖
人
を

お
と
し
め
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
荘
子
が
異
端
だ
か
ら
だ
と

履
軒
は
い
う
。
履
軒
か
ら
見
れ
ば
、
た
と
い
『
荘
子
』
の
中
に
見

え
る
語
で
あ
っ
た
と
し
て
も
「
聖
人
」
の
語
は
あ
く
ま
で
も
儒
家

に
お
け
る
理
想
像
の
意
味
で
あ
り
、
決
し
て
道
家
に
お
け
る
理
想

像
の
意
味
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
異
端
の
荘
子
に
し
て
み
れ

ば
儒
家
的
理
想
像
た
る
聖
人
は
お
と
し
め
る
べ
き
対
象
に
な
る
の

だ
と
履
軒
は
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。こ
の
履
軒
の
解
釈
の
よ
う
に
、

『
荘
子
』
に
見
え
る
「
聖
人
」
の
語
に
つ
い
て
、
あ
く
ま
で
も
儒

家
的
理
想
像
の
意
味
に
解
す
る
立
場
は
他
の
注
釈
書
に
は
見
ら
れ

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
履
軒
の
こ
の
解
釈
は
や
や
偏
っ
た
特
異
な

解
釈
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
儒
者
の
立
場
に
忠
実

で
あ
ろ
う
と
す
る
履
軒
な
り
の
筋
の
通
っ
た
解
釈
で
は
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
解
釈
も
『
雕
題
』
に
は
数
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る（
（1
（

。
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Ｂ
．
独
自
の
立
場
を
示
す
『
雕
題
』
の
解
釈
（
そ
の
２
）

前
節
の
よ
う
に
、
儒
者
と
し
て
の
履
軒
の
立
場
が
色
濃
く
反
映

さ
れ
て
い
る
解
釈
も『
雕
題
』に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。た
だ
、『
雕

題
』
に
見
え
る
注
釈
の
多
く
は
、
履
軒
の
高
い
漢
文
読
解
能
力
を

示
す
解
釈
で
あ
り
、
通
説
と
相
違
し
て
い
た
と
し
て
も
説
得
力
を

有
す
る
注
釈
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
次
の
例
で
あ
る
。

④
大
宗
師
篇
六
八
頁

孔
子
曰
、
彼
遊
方
之
外
者
也
。
而
丘
遊
方
之
内
者
也
。
…
…

彼
方
且
与
造
物
者
為
人

4

4

4

4

4

4

、
而
遊
乎
天
地
之
一
気
。
彼
以
生
為

附
贅
縣
疣
、
以
死
為
決
𤴯
潰
癰
。（
孔
子
曰
く
、
彼
は
方
の

外
に
遊
ぶ
者
な
り
。
而
し
て
丘
は
方
の
内
に
遊
ぶ
者
な
り
。

…
…
彼
は
方ま
さ

に
且ま
さ

に
造
物
者
と
人と
も

と
為
り
て
、
天
地
の
一
気

に
遊
ぶ
。
彼
は
生
を
以
て
附ふ

贅ぜ
い

縣け
ん

疣ゆ
う

と
為
し
、
死
を
以
て
決け
っ

𤴯か
ん

潰か
い

癰よ
う

と
為
す
。）

④
は
い
わ
ゆ
る
「
莫
逆
の
友
」
の
出
典
と
し
て
著
名
な
箇
所
で

あ
る
。
こ
の
引
用
は
、
子
桑
戸
・
孟
子
反
・
子
琴
張
の
三
名
の
道

家
風
人
物
の
う
ち
、
友
人
で
あ
る
子
桑
戸
が
亡
く
な
っ
た
後
に
、

残
る
両
名
が
そ
れ
ほ
ど
悲
し
む
風
で
は
な
い
様
子
を
見
た
孔
子
の

弟
子
の
子
貢
が
孔
子
に
そ
の
様
子
を
報
告
し
た
箇
所
で
あ
る
。
問

題
は
こ
の
両
名
に
対
し
て
孔
子
が
述
べ
た
「
与
造
物
者
為
人
」
の

語
で
あ
る
。
通
説
は
、
以
下
の
『
荘
子
集
釈
』
の
解
釈
で
あ
る
。

④
ａ
『
荘
子
集
釈
』

王
引
之
曰
、
…
…
人
、
偶
也
。
為
人
、
猶
為
偶
。（
王
引
之

曰
く
、
…
…
人
と
は
、
偶
と
も
が
らな
り
。
人
と
為
る
と
は
、
猶な
お

偶
と

為
る
が
ご
と
し
。）（
同
著
二
六
九
頁
）

郭
慶
藩
は
『
読
書
雑
志
』
に
見
え
る
王
引
之
の
説
を
引
い
て
、

「
人
」
を
つ
れ
あ
い
、
あ
る
い
は
友
の
意
と
す
る（
（1
（

。
こ
の
説
は
『
口

義
』
も
同
様
で
あ
り
、
参
考
ま
で
に
以
下
に
引
く
。

④
ｂ
『
口
義
』

与
造
物
者
為
人
、
只
是
与
造
物
為
友
。（「
与
造
物
者
為
人
」、

只
だ
是
れ
造
物
と
友
と
為
る
。）

こ
の
よ
う
に
『
口
義
』
も
本
文
の
「
人
」
字
を
友
人
の
意
に
解

し
て
お
り
、『
荘
子
集
釈
』
と
同
様
の
解
釈
だ
と
い
え
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、『
雕
題
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

④
ｃ
『
雕
題
』

与
造
物
者
為
人
、
言
為
造
物
所
役
、
且
得
人
身
。（「
与
造
物

者
為
人
」、
言
う
こ
こ
ろ
は
造
物
の
役
す
る
所
と
為
り
、
且
し
ば
ら

く
人
身
を
得
る
な
り
。）

履
軒
は
こ
の
箇
所
の
「
人
」
字
は
ま
さ
し
く
人
身
の
意
味
だ
と

し
て
、「
方
の
外
に
遊
ぶ
」
彼
ら
道
家
風
人
物
た
ち
は
、
造
物
者

に
よ
っ
て
人
の
形
に
さ
せ
ら
れ
た
者
た
ち
だ
と
解
釈
す
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
箇
所
を
履
軒
は
「
造
物
者
の
与た
め

に
人
と
為
る
」
と
訓
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
履
軒
独
自
の
解
釈
で
、
他
の
注
釈
書

に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
筋
の
通
っ
た
解
釈
を

江戸時代の『荘子』研究の評価 ― 藤居岳人

29



う
。
こ
の
箇
所
で
問
題
と
な
る
の
は
、
野
鴨
の
足
を
長
く
し
た
り

鶴
の
足
を
断
ち
切
っ
た
り
し
た
と
き
に
、
苦
痛
を
感
じ
た
り
嘆
き

悲
し
ん
だ
り
す
る
主
体
は
誰
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
通
説

で
は
、
苦
痛
を
感
じ
る
の
は
野
鴨
自
身
で
あ
り
、
嘆
き
悲
し
む
の

は
鶴
自
身
だ
と
す
る
。
通
説
の
一
例
と
し
て
、『
口
義
』
を
取
り

上
げ
る
。

⑤
ａ
『
口
義
』

性
長
性
短
、
言
長
短
出
於
本
然
之
性
也
。
長
短
、
性
所
安
、

無
憂
可
去
也
。
鳧
鶴
之
喩
最
佳
。（
性
長
し
と
性
短
し
と
、

言
う
こ
こ
ろ
は
長
短
は
本
然
の
性
よ
り
出い

づ
る
な
り
。
長
短

は
、
性
の
安
ん
ず
る
所
に
し
て
、
憂
え
の
去
る
可
き
こ
と
無

き
な
り
。
鳧ふ

鶴か
く

の
喩た
と

え
は
最
も
佳よ

し
。）

『
口
義
』
の
文
章
は
、「
憂
」
の
主
語
を
明
確
に
記
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
素
直
に
読
め
ば
主
語
が
野
鴨
や
鶴
で
あ
る
こ
と

は
強
く
推
定
さ
れ
る
。
他
に
も
、
池
田
『
荘
子
』
で
は
、「
鳧
の

脛
か
短
い
か
ら
と
い
っ
て
、
無
理
に
継
ぎ
足
し
て
長
く
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
鳧
は
苦
し
む
し
、
鶴
の
脛
が
長
い
か
ら
と
い
っ
て
、
無

理
に
切
り
取
っ
て
短
く
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
鶴
は
苦
し
む
」（
同

著
上
巻
五
三
五
頁
）
と
あ
り
、
赤
塚
『
荘
子
』
は
、「
野
鴨
の
す

ね
は
短
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
継
ぎ
足
し
て
長
く
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
野
鴨
は
心
を
悩
ま
す
で
あ
ろ
う
し
、
鶴
の
す
ね
は
長
い
け
れ

ど
も
、
こ
れ
を
切
断
し
て
短
く
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
鶴
は
悲
し
む

し
て
い
る
と
い
え
る
。

も
う
一
例
を
取
り
上
げ
る
。

⑤
駢
拇
篇
七
八
頁

彼
正
正
者
、
不
失
其
性
命
之
情
。
…
…
長
者
不
為
有
余
、
短

者
不
為
不
足
。
是
故
鳧
脛
雖
短
、
続
之
則
憂

4

4

4

4

、
鶴
脛
雖
長
、

断
之
則
悲

4

4

4

4

。
故
性
長
非
所
断
、
性
短
非
所
続
。
無
所
去
憂
也
。

意
仁
義
其
非
人
情
乎
。
彼
仁
人
何
其
多
憂
也
。（
彼
の
正
の

正
な
る
者
は
、
其
の
性
命
の
情
を
失
わ
ず
。
…
…
長
き
者
も

余
り
有
り
と
為
さ
ず
、
短
き
者
も
足
ら
ず
と
為
さ
ず
。
是
の

故
に
鳧か
も

の
脛あ
し

は
短
し
と
雖
も
、
之
を
続つ

が
は
則
ち
憂
え
、
鶴

の
脛
は
長
し
と
雖
も
、
之
を
断
た
ば
則
ち
悲
し
む
。
故
に
性

の
長
き
も
断
つ
所
に
非
ず
、
性
の
短
き
も
続
ぐ
所
に
非
ず
。

憂
え
を
去
る
所
無
け
れ
ば
な
り
。
意お
も

う
に
仁
義
は
其
れ
人
の

情
に
非
ざ
る
か
。
彼
の
仁
人
は
何
ぞ
其
れ
憂
え
多
き
や
。）

こ
の
箇
所
は
、
生
来
も
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
に
対
し
て
、
無
理

に
増
減
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
長
い
も
の
は
長
い
ま

ま
で
、
短
い
も
の
は
短
い
ま
ま
で
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
野
鴨
の

足
は
短
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
継
ぎ
足
し
て
長
く
し
よ
う
と
す
れ

ば
苦
痛
を
感
じ
る
し
、
鶴
の
足
は
長
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
断
ち

切
っ
て
短
く
し
よ
う
と
す
れ
ば
嘆
き
悲
し
む
。
だ
か
ら
生
ま
れ
つ

き
の
も
の
を
増
減
し
て
も
苦
痛
を
取
り
去
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い

か
ら
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
必
要
は
な
い
の
だ
と
荘
子
は
い
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で
あ
ろ
う
」（
同
著
下
巻
三
五
三
頁
）
と
述
べ
る
。
上
述
の
ご
と

き
通
説
の
解
釈
に
対
し
て
、『
雕
題
』
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

⑤
ｂ
『
雕
題
』

去
憂
之
憂
、
是
人
之
憂
也
。
非
鳧
鶴
之
自
憂
。
覩
鳧
脛
以
為

短
而
欲
続
、
覩
鶴
脛
以
為
長
而
欲
断
。
是
人
之
憂
也
。
雖
然

続
之
而
鳧
憂
、
断
之
而
鶴
悲
、
則
終
不
可
続
断
之
。
是
吾
之

憂
、
終
不
可
除
也
。（
憂
え
を
去
る
の
憂
え
、
是
れ
人
の
憂

え
な
り
。
鳧
鶴
の
自
ら
憂
う
る
に
非
ず
。
鳧
の
脛
を
覩み

て
以

て
短
し
と
為
し
て
続
が
ん
と
欲
し
、
鶴
の
脛
を
覩
て
以
て
長

し
と
為
し
て
断
た
ん
と
欲
す
。
是
れ
人
の
憂
え
な
り
。
然
り

と
雖
も
之
を
続
ぎ
て
鳧
憂
え
、
之
を
断
ち
て
鶴
悲
め
ば
、
則

ち
終つ
い

に
之
を
続
断
す
可
か
ら
ず
。
是
れ
吾
の
憂
え
に
し
て
、

終
に
除
く
べ
可
か
ら
ざ
る
な
り
。）

『
雕
題
』
は
通
説
と
相
違
し
て
、
憂
え
て
い
る
の
は
野
鴨
や
鶴

で
は
な
く
、
明
確
に
人
が
憂
え
て
い
る
の
だ
と
述
べ
る
。
人
と
は

誰
か
。『
雕
題
』
は
鳧
鶴
の
喩
え
に
続
い
て
「
彼
の
仁
人
は
何
ぞ

其
れ
憂
え
多
き
や
」
に
見
え
る
「
仁
人
」
だ
と
い
う
。
先
の
引
用

に
続
く
『
雕
題
』
に
次
の
よ
う
に
履
軒
は
い
う
。

以
喩
仁
義
之
人
設
教
欲
化
人
、
而
終
不
可
化
、
所
以
多
憂
也
。

（
以
て
喩
う
る
に
仁
義
の
人　

教
え
を
設
け
て
人
を
化
せ
ん

と
欲
し
て
、終
に
化
す
る
可
か
ら
ず
、憂
え
多
き
所
以
な
り
。）

履
軒
は
『
荘
子
』
本
文
の
「
仁
人
」
を
「
仁
義
之
人
」
と
解
す

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
「
仁
人
」
を
儒
家
的
立
場
か
ら
見

た
理
想
像
と
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
儒
家
的
理
想
像
と
は
、
上

述
し
た
儒
家
的
「
聖
人
」
と
同
様
に
、
理
想
的
人
格
者
で
か
つ
理

想
的
統
治
者
を
意
味
し
て
い
よ
う
。そ
の
儒
家
的
理
想
像
た
る「
仁

人
」
が
、
民
衆
を
教
化
し
よ
う
と
意
図
し
な
が
ら
そ
れ
を
果
た
せ

な
い
と
き
に
苦
痛
を
感
じ
る
の
だ
と
履
軒
は
解
釈
す
る
。
野
鴨
の

足
を
長
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
鶴
の
足
を
切
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
に
、
民
衆
の
生
ま
れ
つ
き
持
っ
た

性
質
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
実
は
難
し
い
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
と

き
に
「
仁
人
」
の
苦
痛
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
通
説
の
通
り
に
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。そ
し
て
、

そ
れ
が
素
直
な
解
釈
だ
と
も
い
え
る
。
た
だ
、「
仁
人
」
の
語
に

注
目
し
て
「
憂
」
の
主
体
を
野
鴨
や
鶴
で
は
な
く
人
だ
と
解
し
て

も
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
な
解
釈
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
興
味

深
い
独
自
の
解
釈
も
『
雕
題
』
に
は
数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
履
軒
の
高
い
漢
文
読
解
能
力
を
示
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
通
説
と
相
違
し
な
が
ら
も
履
軒
な
り
に
筋
の

通
っ
た
解
釈
を
し
て
い
る
箇
所
を
さ
ら
に
一
例
紹
介
す
る
。

⑥
知
北
遊
篇
一
七
九
頁

不
形
之
形
、
形
之
不
形
、
是
人
之
所
同
知
也
。
非
将
至
之
所

務
也
。
此
衆
人
之
所
同
論
也
。
彼
至
則
不
論
、
論
則
不
至
。
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明
見
無
値

4

4

4

4

、
辯
不
若
黙
。
道
不
可
聞
、
聞
不
若
塞
。
此
之
謂

大
得
。（
形
あ
ら
ざ
る
よ
り
形
あ
る
に
之ゆ

き
、
形
あ
る
よ
り

形
あ
ら
ざ
る
に
之
く
、
是
れ
人
の
同
じ
く
知
る
所
な
り
。
将

に
至
ら
ん
と
す
る
も
の
の
務
む
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
此
れ

衆
人
の
同
じ
く
論
ず
る
所
な
り
。
彼
至
れ
ば
則
ち
論
ぜ
ず
、

論
ず
れ
ば
則
ち
至
ら
ず
。
明
見
は
値あ

う
無
く
、
辯
ず
る
は
黙

す
る
に
若し

か
ず
。
道
は
聞
く
可
か
ら
ず
、
聞
く
は
塞ふ
さ

ぐ
に
若し

か
ず
。
此
れ
を
之こ
れ

大
得
と
謂
う
。）

⑥
は
、
形
の
な
い
も
の
か
ら
形
あ
る
も
の
と
な
り
、
逆
に
形
あ

る
も
の
か
ら
形
の
な
い
も
の
と
な
る
と
い
う
こ
の
世
の
流
れ
に
つ

い
て
、
普
通
の
人
々
は
あ
れ
こ
れ
議
論
す
る
が
、
道
に
至
ろ
う
と

す
る
人
は
あ
え
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
議
論
し
な
い
、
と
い
う
趣

旨
の
段
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
「
明
見
無
値
」
の
語
で
あ
る
。
通
説

で
は
、
成
玄
英
疏
の
「
値
、
会
遇
也
。
…
…
若
顕
明
聞
見
、
則
不

会
真
也
（
値
は
、
会
遇
な
り
。
…
…
若も

し
顕
明
に
聞
見
す
れ
ば
、

則
ち
真
に
会
わ
ざ
る
な
り
）」（『
荘
子
集
釈
』
七
四
九
頁
）
と
い

う
説
に
従
っ
て
、
は
っ
き
り
と
見
よ
う
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
真
理
、

す
な
わ
ち
道
家
の
い
う
最
高
の
「
道
」
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
意
だ
と
す
る
。
こ
れ
は
以
下
の
『
口
義
』
も
同
様
の
立
場

で
あ
る
。

⑥
ａ
『
口
義
』

見
而
有
所
遇
曰
値
。
此
有
迹
之
見
也
。
道
不
可
以
形
迹
見
、

則
無
値
矣
。
故
曰
明
見
無
値
。（
見
て
遇
う
所
有
る
を
値
と

曰
う
。
此
れ
迹あ
と

有
る
の
見
な
り
。
道
は
形
迹
を
以
て
見
る
可

か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
値あ

う
無
し
。
故
に
曰
く
、
明
見
は
値
う

無
し
、
と
。）

「
見
而
有
所
遇
曰
値
」と
い
う
最
初
の
文
章
に
、通
説
と
同
じ『
口

義
』
の
立
場
が
表
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
履
軒
は
『
雕

題
』
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

⑥
ｂ
『
雕
題
』

値
、
猶
対
当
也
。
凡
有
見
於
道
理
者
、
皆
不
能
明
浄
也
。
我

若
明
浄
矣
、
世
間
無
能
対
当
焉
者
、
則
雖
辨
之
将
不
聴
。
故

曰
辨
不
若
黙
也
。（
値
は
、
猶な
お

対
当
な
り
。
凡
そ
道
理
に
見

有
る
者
は
、
皆
な
明
浄
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。
我
若も

し

明
浄
し
て
、
世
間
に
能
く
焉こ

れ
に
対
当
す
る
者
無
く
ん
ば
、

則
ち
之
を
辨
ず
る
と
雖
も
将
に
聴
か
ざ
ら
ん
と
す
。
故
に
曰

く
、
辨
ず
る
は
黙
す
る
に
若し

か
ざ
る
な
り
、
と
。）

履
軒
の
解
釈
は
、
以
下
の
通
り
。「
道
理
に
見
有
る
者
」
す
な

わ
ち
、
道
家
の
「
道
」
に
通
達
し
た
者
は
「
道
」
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
む
し
ろ
で
き
な
い
。
仮
に
「
道
」
を
明
ら
か
に
し
て
普

通
の
人
々
に
「
対
当
」
す
な
わ
ち
、
相
対
す
る
こ
と
（
対
応
す
る

こ
と
）
の
で
き
る
者
が
い
な
け
れ
ば
、「
道
」
に
つ
い
て
語
っ
て

も
普
通
の
人
々
は
聞
こ
う
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
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「
道
」に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、語
ら
な
い
こ
と
に
及
ば
な
い
の
だ
、

と
。こ
の
履
軒
の
解
釈
は
通
説
と
は
相
違
し
た
独
自
の
解
釈
だ
が
、

非
常
に
得
心
の
ゆ
く
解
釈
だ
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
履
軒
の

解
釈
と
同
系
統
の
解
釈
を
す
る
現
代
の
学
者
も
い
る
。
そ
れ
が
赤

塚
『
荘
子
』
で
あ
る
。
赤
塚
『
荘
子
』
で
は
語
注
の
「
明
見
無
値
」

の
項
で
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

⑥
ｃ
赤
塚
『
荘
子
』

「
明
見
」
は
、「
将
至
」
を
論
ず
る
い
わ
ゆ
る
前
識
を
指
す
で

あ
ろ
う
。「
値
」
は
相
当
た
る
意
。
つ
ま
り
実
体
に
当
た
る

の
で
あ
る
。（
赤
塚
『
荘
子
』
下
巻
二
七
八
頁
）

「
値
」
を
相
当
た
る
の
意
だ
と
す
る
赤
塚
『
荘
子
』
の
解
釈
が
、

『
雕
題
』
の
解
釈
と
同
方
向
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。

現
代
の
訳
注
書
に
お
け
る
解
釈
と
同
様
の
解
釈
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
は
履
軒
の
漢
文
読
解
能
力
の
水
準
の
高
さ
を
示
す
一

例
だ
と
も
い
え
る
が
、
実
は
問
題
も
は
ら
ん
で
い
る
。
前
稿
で
も

述
べ
た
が
、
赤
塚
『
荘
子
』
で
は
、「
解
説
」
の
項
で
「
こ
の
時

代（
江
戸
時
代
―
筆
者
注
）の
も
の
は
、中
国
の
郭
象
・
林
希
逸
・

焦
竑
ら
の
解
釈
を
紹
介
す
る
こ
と
を
主
と
し
、
こ
れ
に
短
評
を
加

え
る
程
度
の
も
の
が
多
い
。
そ
の
中
で
杜
多
秀
峰
の
『
郭
注
荘
子

覈
玄
』、
中
井
履
軒
の
『
荘
子
雕
題
』、
宇
津
木
益
夫
の
『
解
荘
』

な
ど
は
独
自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
（
赤

塚『
荘
子
』上
巻
二
二
頁
）。こ
の
よ
う
に
述
べ
な
が
ら
、赤
塚『
荘

子
』
で
は
、『
雕
題
』
と
同
じ
方
向
の
解
釈
を
す
る
と
き
で
も
『
雕

題
』
の
名
前
を
挙
げ
て
は
い
な
い
。
せ
っ
か
く
「
解
説
」
の
項
で

『
雕
題
』
に
触
れ
な
が
ら
、『
雕
題
』
の
解
釈
に
言
及
し
な
い
の
は

な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
赤
塚
氏
は
『
雕
題
』
を

十
分
に
読
み
こ
ん
で
は
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い（
（1
（

。
赤
塚
氏
に

悪
意
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
雕
題
』
の
名
前
を

挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
内
容
に
深
く
踏
み
こ
ん
で
い
な
い
こ
と
は
遺

憾
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
中
井
履
軒
撰
『
荘
子
雕
題
』
の
特
徴
を
考
察
し
て
き
た
。

前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
雕
題
』
に
は
、
他
の
注
釈
に
は
見

ら
れ
な
い
履
軒
独
自
の
解
釈
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
そ

れ
ら
の
解
釈
は
必
ず
し
も
恣
意
的
な
解
釈
で
は
な
く
、
一
定
の
根

拠
に
基
づ
い
た
合
理
的
解
釈
で
あ
り
、
現
在
、
通
説
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
学
説
と
暗
合
す
る
内
容
も
多
い
。
こ
れ
は
『
雕
題
』

に
よ
る
注
釈
が
高
い
水
準
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
従
来
、
諸
訳
注
書
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
の
『
荘
子
』

研
究
書
と
し
て
『
雕
題
』
の
名
前
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、

上
述
の
赤
塚
『
荘
子
』
を
除
け
ば
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。
そ
の
他
の
『
荘

子
』
研
究
書
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
、
福
永
光
司
『
荘
子　

内
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篇
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
。
も
と
新
訂

中
国
古
典
選
、
朝
日
新
聞
出
版
、
一
九
六
六
年
）
の
「
解
説
」
で

は
、「
徳
川
時
代
に
は
…
…
『
荘
子
』
は
広
く
読
ま
れ
な
が
ら
も
、

こ
の
書
に
関
す
る
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
見
る
べ
き
も
の
が
な
く
、

岡
松
甕
谷
の
『
荘
子
考
』、
杜
多
秀
峰
の
『
荘
子
覈
玄
』、
宇
津
木

益
夫
の
『
解
荘
』、
帆
足
万
里
『
荘
子
解
』
な
ど
が
数
え
ら
れ
る

程
度
で
あ
る
」（
同
著
三
九
五
頁
）
と
述
べ
る
。
再
三
述
べ
た
よ

う
に
、
江
戸
時
代
の
儒
者
の
漢
文
読
解
能
力
は
非
常
に
高
い
水
準

に
あ
っ
た
。
そ
の
読
解
能
力
を
用
い
て
『
荘
子
』
も
多
く
の
儒
者

に
読
ま
れ
、『
荘
子
』
に
関
す
る
業
績
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
可
能

性
は
高
い
。
た
だ
、
赤
塚
『
荘
子
』
の
例
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ

う
に
、
実
際
に
江
戸
時
代
の
『
荘
子
』
研
究
書
を
深
く
読
み
こ
ん

だ
業
績
は
実
は
多
く
な
い
。

中
国
の
古
典
は
、
儒
家
の
経
書
だ
け
で
な
く
、『
荘
子
』
な
ど

の
道
家
の
書
も
、今
後
も
引
き
続
き
読
ま
れ
て
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
。

特
に
『
荘
子
』
な
ど
は
、
読
解
す
る
に
し
て
も
難
解
な
箇
所
が
多

く
、
解
釈
に
お
い
て
諸
説
紛
々
と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
、
今
回
取

り
上
げ
た
箇
所
以
外
に
も
非
常
に
多
い
。
こ
れ
ら
の
箇
所
の
解
釈

を
一
層
明
瞭
に
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
研
究
書
を
利
用
す
る
こ

と
が
必
須
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
『
荘
子
』
研
究
も
必
ず
『
荘
子
』

の
理
解
を
助
け
る
一
助
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
今
後
、
江
戸
時
代

の
『
荘
子
』
研
究
を
読
み
こ
み
、
そ
の
高
い
水
準
の
『
荘
子
』
研

究
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
荘
子
』
読
解
の
水
準
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
筆
者
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
江
戸
時
代
当
時
の
儒
者
た
ち
は
、
経
書
を
始
め
諸
子
の

書
や
史
書
な
ど
、
中
国
古
典
の
読
解
の
み
に
専
心
し
て
い
た
者
ば

か
り
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
履
軒
の
兄
の
中
井
竹
山
は
漢
学
塾

懐
徳
堂
の
第
四
代
学
主
を
務
め
つ
つ
、
寛
政
改
革
を
推
し
進
め
た

当
時
の
老
中
首
座
松
平
定
信
に
『
草
茅
危
言
』
を
提
出
し
て
、
学

問
を
よ
り
一
層
盛
ん
に
す
る
た
め
の
政
策
を
建
言
し
て
い
た
。
具

体
的
に
は
、
自
身
の
懐
徳
堂
の
拡
充
や
、
そ
の
他
の
政
策
に
関
す

る
建
言
で
あ
る
。
他
に
も
、
彼
は
京
都
に
学
校
を
設
置
す
る
た
め

に
公
家
の
高た
か

辻つ
じ

胤た
ね

長な
が

に
『
建
学
私
議
』
を
提
出
し
て
い
た
。
こ
の

よ
う
に
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
実
的
問
題
に
対
処
す
る
べ
く
竹
山

は
活
動
を
続
け
て
い
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
履
軒
に
し
て
も
胤

長
に
学
問
の
師
と
し
て
京
都
に
招
か
れ
て
活
動
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
実
学
志
向
の
懐
徳
堂
の
気
風
の
中
で
、
彼
ら
の
合
理
的
精

神
が
磨
か
れ
て
ゆ
き
、
そ
の
精
神
が
履
軒
撰
『
荘
子
雕
題
』
か
ら

も
う
か
が
え
る
よ
う
な
諸
子
に
対
す
る
注
釈
に
も
反
映
し
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
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注（
１
）	
拙
稿
「
江
戸
時
代
の
『
荘
子
』
研
究
の
評
価
―
中
井
履
軒
撰
『
荘
子
雕

題
』を
題
材
に
―
」（『
中
国
研
究
集
刊
』湯
浅
邦
弘
教
授
退
休
記
念
号〔
総

六
九
号
〕、
二
〇
二
三
年
）
を
参
照
。

（
２
）	

本
稿
に
お
け
る
『
荘
子
』
本
文
、『
雕
題
』、
後
述
の
『
荘
子
鬳け

ん

斎さ
い

口く

義ぎ

』
の
引
用
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
編
『
荘
子
雕
題
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
年
）
を
底
本
と
す
る
。
現
在
、『
雕
題
』
の
履
軒
自
筆
本
は

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
底
本
は
そ

の
履
軒
自
筆
本
を
影
印
し
た
書
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
上
述
の
『
無
求

備
斎
老
列
荘
三
子
集
成
補
編
』
第
四
七
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
雕
題
』

の
テ
キ
ス
ト
は
、
明
治
期
の
漢
学
者
近
藤
南
州
の
門
下
生
だ
っ
た
寺
町

雅
文
が
『
雕
題
』
の
文
章
の
み
を
抜
き
出
し
て
記
し
た
写
本
で
あ
る
。

な
お
、
引
用
は
、
文
字
の
問
題
に
か
か
わ
る
も
の
以
外
は
旧
字
体
を
新

字
体
に
改
め
、
俗
字
や
略
字
等
の
異
体
字
も
適
宜
改
め
て
句
読
点
を
附

し
た
。
以
下
、
引
用
す
る
テ
キ
ス
ト
も
同
様
で
あ
る
。
引
用
時
は
、
原

文
冒
頭
に
篇
名
と
引
用
す
る
懐
徳
堂
記
念
会
編
『
荘
子
雕
題
』
の
頁
数

と
を
表
記
し
た
う
え
で
、
原
文
を
主
と
し
て
、
後
部
の
（　

）
内
に
書

き
下
し
文
を
記
す
。

（
３
）	

以
後
、『
荘
子
』
本
文
の
引
用
を
①
②
な
ど
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
番
号

で
取
り
上
げ
、『
雕
題
』
や
『
口
義
』
な
ど
の
、
本
文
に
対
す
る
注
釈

を
①
ａ
や
①
ｂ
な
ど
と
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
後
部
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を

附
加
し
て
示
す
こ
と
に
す
る
。

（
４
）	

蒋
錫
昌
『
荘
子
哲
学
』
は
、
上
述
し
た
厳
霊
峯
編
『
無
求
備
斎
荘
子
集

成
初
編
』
所
収
の
民
国
二
六
年
排
印
本
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
す
る
。
た

だ
し
、
標
点
符
号
の
多
く
は
省
略
し
た
。

（
５
）	「
不
行
不
止
之
時
」
の
語
に
は
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
あ
る
。
た

と
え
ば
、
赤
塚
忠
『
荘
子
』（
上
・
下
）（
全
釈
漢
文
大
系
第
一
六
・
一

七
巻
、
集
英
社
、
上
巻
は
一
九
七
四
年
、
下
巻
は
一
九
七
七
年
に
刊
行
）

（
以
下
、
赤
塚
『
荘
子
』
と
称
す
る
）
に
お
い
て
、
赤
塚
氏
は
諸
説
を

紹
介
し
た
う
え
で
、『
荀
子
』
正
名
篇
に
見
え
る
命
題
を
基
に
し
て
、

矢
が
疾
飛
す
る
と
い
う
抽
象
的
判
断
と
、
矢
が
疾
飛
す
る
と
き
に
「
不

行
」
で
あ
り
か
つ
「
不
止
」
の
瞬
間
が
存
在
す
る
と
い
う
具
体
的
事
実

と
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
詭
弁
だ
と
い
う
自
説
を
述
べ
て
い
る

（
同
著
下
巻
七
八
五
～
七
八
六
頁
）。
他
に
も
上
述
の
池
田
『
荘
子
』
に

①
に
関
す
る
諸
説
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
文
章
の
解
釈
が
簡
単
で

は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
６
）	

本
文
で
紹
介
し
た
例
は
、
天
下
篇
の
最
後
部
に
あ
る
論
理
学
派
の
諸
命

題
に
対
す
る
『
雕
題
』
で
あ
る
。『
荘
子
』
は
長
編
で
あ
り
、
そ
の
『
荘

子
』
全
体
に
わ
た
る
注
釈
を
加
え
て
い
る
江
戸
時
代
の
研
究
書
は
実
は

多
く
な
い
。
そ
の
な
か
で
履
軒
は
『
荘
子
』
冒
頭
の
逍
遙
遊
篇
か
ら
最

後
部
の
天
下
篇
に
至
る
『
荘
子
』
全
三
三
篇
に
わ
た
っ
て
詳
細
な
注
釈

を
加
え
て
い
る
。
こ
の
点
も
『
雕
題
』
の
特
徴
の
一
つ
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。

（
７
）	

代
表
的
な
『
荘
子
』
注
で
あ
る
郭
象
注
は
、「
知
之
所
遇
者
即
知
之
、
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知
之
所
不
遇
者
即
不
知
也
（
知
の
遇
う
所
の
者
は
即
ち
之
を
知
り
、
知

の
遇
わ
ざ
る
所
の
者
は
即
ち
知
ら
ざ
る
な
り
）」
と
述
べ
る
（
底
本
は

郭
慶
藩
撰『
荘
子
集
釈
』（
新
編
諸
子
集
成
、中
華
書
局
、一
九
六
一
年
）。

以
下
、
同
じ
。
引
用
は
同
著
七
六
八
頁
）。
ま
た
、
本
文
の
「
知
能
能
」

の
「
知
」
は
衍
文
だ
と
い
う
指
摘
も
他
の
注
釈
書
に
見
え
る
が
、
後
述

の
『
口
義
』
も
『
雕
題
』
も
特
に
触
れ
て
は
い
な
い
こ
と
か
ら
そ
の
ま

ま
と
し
て
お
く
。

（
８
）	

長
澤
規
矩
也
『
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
）

に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
は
『
口
義
』
以
外
に
も
『
荘
子
翼
』
や
林
雲

銘
撰
『
荘
子
因
』、
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
か
ら
な
る
『
南
華
真
経
注
疏

解
経
』
な
ど
の
和
刻
本
が
存
し
た
。
そ
の
他
、
陸
西
星
撰
『
南
華
真
経

副
墨
』
な
ど
の
中
国
舶
来
の
刊
本
も
多
く
流
布
し
て
い
た
。 

（
９
）	『
老
子
雕
題
』
の
原
文
は
「
老
子
之
意
、
只
是
如
此
。
勿
深
求
其
詭
於

大
道
者
。
乃
異
端
真
面
目
矣
（
老
子
の
意
、
只
だ
是
れ
此
く
の
如
し
。

深
く
其
れ
大
道
に
詭そ
む

く
者
を
求
む
る
こ
と
勿
れ
。
乃
ち
異
端
の
真
面
目

あ
り
）」
と
あ
る
。
底
本
は
、
関
儀
一
郎
編
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
六

巻
（
東
洋
図
書
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
）
所
収
。
引
用
は
同
著
四
頁
。

同
著
一
頁
に
「
据
林
註
」
と
あ
る
か
ら
、
履
軒
自
筆
本
は
林
希
逸
撰
『
老

子
鬳
斎
口
義
』
の
余
白
に
記
さ
れ
た
注
解
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現

在
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
引
用
箇
所
は
天
地
不
仁
章
に
見

え
る
。

（
10
）	『
荘
子
』
成
玄
英
疏
の
底
本
は
、
上
述
の
郭
慶
藩
撰
『
荘
子
集
釈
』
を

使
用
。
引
用
は
同
著
八
一
三
頁
。

（
11
）	『
雕
題
』
に
見
え
る
履
軒
独
自
の
聖
人
観
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
荘
子

雕
題
』
に
み
え
る
中
井
履
軒
の
聖
人
観
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
呂
号
〔
総

三
一
号
〕、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
12
）	『
読
書
雑
志
』
余
編
上
第
一
六
冊
一
六
頁
（
北
京
市
中
国
書
店
、
一
九

八
五
年
）。
底
本
で
は
「
為
人
、
猶
為
偶
也
」
と
あ
る
。
な
お
、『
読
書

雑
志
』
は
王
引
之
の
父
王
念
孫
の
著
だ
が
、
余
編
は
父
の
死
後
に
王
引

之
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
13
）	

ち
な
み
に
、
こ
の
赤
塚
『
荘
子
』
の
解
釈
に
つ
い
て
、
池
田
『
荘
子
』

も
語
注
で
、「
値
は
、
成
疏
の
「
会
遇
也
」
が
通
説
。
こ
れ
で
も
悪
く

な
い
が
、
赤
塚
忠
の
「
相
当
た
る
意
。
つ
ま
り
実
体
に
当
た
る
。」
が

優
れ
る
」
と
述
べ
る
（
池
田
『
荘
子
』
下
巻
二
九
〇
頁
）。
赤
塚
『
荘
子
』

の
解
釈
、
引
い
て
は
『
雕
題
』
の
解
釈
が
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
を
示

す
例
の
一
つ
だ
ろ
う
。

（
本
論
考
は
、令
和
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ｃ「
懐

徳
堂
学
派
に
始
ま
る
実
学
思
想
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」〔
研
究

代
表
者
・
藤
居
岳
人
、
課
題
番
号
二
三
Ｋ
〇
〇
一
一
〇
〕
に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
）
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